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1. HSBCグループの紹介
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英国ロンドンに本部を有し、世界をリードする金融サービス機関：<
世界最強の銀行>

グローバルな展開 - 世界86の国と地域にある約8,500の拠点

世界で1億を超える顧客

アジア、中東およびラテンアメリカにて50％を上回る利益

サブプライム危機をいち早く察知・・・最小のダメージで切り抜ける

グローバルな「地域密着型」銀行 “The world’s local bank”
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Awards & Achievements

フィナンシャルタイムズ紙：サスティナブル・バンク・オブ・ザ・イヤー（2006）

ニューズウィーク誌：金融機関におけるCSRランキング第1位 (2006, 2007)
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責任を持つ － におけるCSとは
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我々は、事業の持続可能性において、世界を
リードするブランドのひとつになることを目標と
する

HSBCにとって「持続可能性」とは、長期的なビジネ
スの成功を確実にするために、環境、社会、経済
の正しいバランスを 維持するような意思決定を行
うことです。

こうした意思決定が、我々のステークホルダーにと
って長期的な価値をもたらし、HSBCのブランド価
値を高めることになると信じています。

HSBCの持続可能性へのコミットメント
（S.K.Green グループ会長）
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ガバナンス

監査委員会 指名委員会 報酬委員会
持続可能性
（CS)
委員会

取締役会

社内取締役 6名
社外取締役 15名 （内、独立社外取締役14名、女性3名）

英国はじめ6ヶ国の出身

執行役員会

執行役15名
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のCSに対する取り組み
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HSBCのカーボンマネージメント戦略

CO2排出の削減

グリーン電力の獲得

CO2 オフセットの購入

2005年、HSBCは世界で初めて

カーボンニュートラルを達成した金融機関に

直接的影響を管理する
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直接的影響を管理する
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FSC認証紙の導入

全事業拠点で、FSC認証紙を使うことをガイドラインに規定

日本のオフィスでも、あらゆる紙（コピー用紙等）にFSC認証
紙を2010年中に導入予定

トラッキングが可能

直接的影響を管理する
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間接的影響を管理する

責任ある融資: 

国連の責任投資の原則

国連のグローバルコンパクト

赤道原則
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赤道原則とは何か？

赤道原則はどういう

仕組みになっているか

4つの段階:
‣ 分類 A, B, & C

‣ 環境および社会的評価

‣ 特定の条件および実行計画

‣ 公開

実施と第三者による検証

間接的影響を管理する
- 赤道原則 （The Equator Principles)
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間接的影響を管理する
- 赤道原則 HSBC が審査した取引案件

200620072008

n/a4n/a4n/a1却下取引

80
2,708
2,383

1
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1,407
5,184
2,114

7
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4,348
2,316
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カテゴリー別
融資案件
－カテゴリーA
－カテゴリーB 
－カテゴリーC

5,17176
n/a

8,705
n/a

103
26

6,842
n/a
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マンデート別
－融資
－アドバイザリー

価額
（単位：百万米ドル)

件数価額
（単位：百万米ドル)

件数価額
（単位：百万米ドル)

件数
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環境影響のリスクが発生するかもし
れない状況を認識し、リスクを最小と
ならせるように適切な規制と手順の
確立

産業分野ガイドラインとポリシー
‣ 鉱業・金属セクター
‣ エネルギーセクター
‣ 化学工業セクター
‣ 淡水基盤
‣ 林業・林産物セクター

間接的影響を管理する
- 環境リスク基準
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間接的影響を管理する
-林業・林産物セクターポリシー（2008年改定版）の詳細

適用範囲
‣ あらゆる融資業務やその他の金融支援、株式・債券資本市場業務、プロジェクトファイ
ナンス、アドバイザリー業務

禁止事項
‣ 違法伐採、違法木材および違法林産物の取引・売買
‣ ユネスコ世界遺産登録地での事業活動
‣ ラムサール条約湿地での事業活動

認証基準
‣ 「FSCの森林管理に関する原則と基準」と、「赤道原則」に基づき、顧客企業の伐採事
業・木材製品が「合法」かつ「持続可能」であることを示す第三者認証の取得を求める

認証手法
‣ マトリックスを用い、「適合」、「準適合」、「不適合」に分類。事業の70％以上が、HSBC 
の基準を満たす制度で持続可能との認証を受け、残る事業が合法であることが証明さ
れれば、ポリシーに適合する融資先企業とみなす
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認証後の対応
‣ 適合企業や、認証取得に向
けて前進している顧客企業
を継続的に支援

‣ 融資額でみると、98%の顧客
企業が基準を満たす

‣ ポリシーに適合せず、認証
取得への進捗も見られない
顧客企業については、5 年
以内の認証取得を求めると
した2004 年の公約に従い、
2009年中に取引停止の措置

間接的影響を管理する
-サステイナビリティ・リスク・レーティングの適用
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間接的影響を管理する
- サスティナビリティ・リスク･マネジャー (SRM)

環境リスク基準と産業分野ガイドラインによる審査

審査部 法人営業部

SRM RM

顧 客 企 業



19

2007年9月、 “HSBCグローバル・ク

ライメート・チェンジ・ベンチマーク指

数” を導入; 気候変動の挑戦から

利益を受けている主要企業の株式

によって構成

間接的影響を管理する
- 気候変動指数
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間接的影響を管理する
- HSBC GIF 気候変動ファンド

2007年11月、 “HSBCグローバル・クライメート・チェンジ・ベンチマ

ーク指数” をもとにしたファンドを発売
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間接的影響を管理する
- 気候原則（The Climate Principles)・・・2008年12月2日発表

気候変動に関する金融業界のベストプラクテ
ィスを包括した枠組みで、国際的な金融機関
とクライメート・グループが協力して作り上げ、
HSBCがその作業部会長を務めた

この原則は、業務から生じる温室効果ガスの
削減に関するコミットメントと、金融商品・サー
ビスの全分野（調査研究、資産運用、リテー
ルバンキング、保険、再保険、投資銀行業務、
プロジェクトファイナンス）にわたる戦略的方
向性を示した自主的なガイドライン
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従業員の参加
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5千万米ドルのコミットメント
世界的に重要な保護研究プロジェクトに取り組む2,000人の従業員
パートナーシップ:  Botanic Gardens, Earthwatch, WWF

自然への投資 (2002-2006)
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5年間の世界的規模プログラム

1億米ドルのコミットメント

世界的に認められた 環境NGO

（非政府機関）パートナーと提携:

クライメート・パートナーシップ


